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自己紹介

・埼玉県の小学校・・・４年目

・理科の授業でプログラミング的活動

・みんなのコード（今年５月）
「プログラミング教育指導教員養成塾の全国報告会」

５年生理科「電流の作る磁力」（プログルボード）



６年生の「電気の利用」のために

各学年の理科において

プログラミング的活動を行い

慣れさせることが大切

「経験・系統性」が必要



「エネルギーの変換と保存」の分野で
「エネルギーの変換と保存」＝電気の学習

３年
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５年

・電流の通り道 ・磁石の通り道

・電流の働き

・電流がつくる磁力

・電気の利用
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３年生では

◎マイクロビットで「通電テスター」

通電テスターを作り、電流の流れる回路や物
を探す活動

⇒(ｱ) 電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ
方があること。

(ｲ) 電気を通す物と通さない物があること。

KoKaNet!「micro:bitでレッツプログラミング! 通電テスターをつくろう！」より
https://www.kodomonokagaku.com/magazine/images/1907microbit.pdf

https://www.kodomonokagaku.com/magazine/images/1907microbit.pdf
https://www.kodomonokagaku.com/magazine/images/1907microbit.pdf


５年生では

◎電磁石をつかったものづくり

「電磁石のおもちゃのスイッチ部分」を
マイクロビットで制御したおもちゃを作る

⇒(ｱ) 電流の流れているコイルは，鉄心を磁
化する働きがある。

https://drive.google.com/file/d/1hvfKQKAJSjf9mYhtL2aheC5rw
VfOi3Pa/view?usp=sharing

所沢市・岩崎京太・5年理科スライド

https://drive.google.com/file/d/1hvfKQKAJSjf9mYhtL2aheC5rwVfOi3Pa/view?usp=sharing


しかし、４年生「電流の働き」では・・・・

実践が少ない

より引用

https://tfabworks.com/news/6397/

https://tfabworks.com/news/6397/


ここからは未実践であり
机上の空論です。

もっとよりよい方法や製品があるかもしれ
ません。ご容赦ください。
また、ありましたら教えてください。



実践が少ない理由は

電池の数や回路の変更によって、
電流の大きさを変えることを想定しているため

小学校学習指導要領（平成２９年告示）
理科編 p50



解説の文でも同じ 小学校学習指導要領（平成２９年告示）
理科編 p51



そんなことできるのか・・・

直列回路 ⇔ 並列回路

直列回路 ⇔ 電池１こ分の
回路

マイクロビットで制御



できる

マイクロビットを無線でつなぎ
片方だけに電流を流す



スイッチOFFスイッチON



スイッチOFF スイッチON

回路・プログラムが複雑になる



製品化してください（m＿＿m）

片方だけに電流を流す

決まった回路に電流を流すように制御できるスイッチ



まとめ

◎回路を工夫することで、指導要領の内容を達
成した活動は行える。

△回路やプログラムが難しくなる。

△どのように活動させ、何を学ばせるかが明確
ではない。

授業をつくり、実践する必要がある。
ぜひアドバイスをお願いします。



例えば
単元の最後に「扇風機を作る」課題を設定する

C１：風をたくさん送りたいときは、直列だね。

C２：電気を使わないときには並列だね。

C３：でも、回路をばらばらにしないと、直列・並列にできないね

C4：ばらばらにしなくても、直列・並列をきりかえられないかな？

T：なるほど、それならマイクロビットをつかうとできるよ。

モータで切り替えられる回路を組み立てさせる。

T：みんなはどんなときに直列回路にしたいですか？

どうして並列回路ではなく直列回路にしたいのか、理由を書きましょ
う。



アナログ制御もいいのですが

△指導要領内の活動でないと、他の先生がとりくめない。

〇回路・プログラムは簡単

△この単元は、電池の数と電流の大きさとの関係を見出す単元であ
る。そのため、アナログ制御で電流を制御しても、子供は「暗くなっ
たのは、電流が小さくなったから、でもなんで小さくなったの？」とな
り、混乱する。

〇中学校の抵抗の考え方にはつながる。「何で電池の数は変えてな
いのに、なぜ電流が小さくなったのだろう」



そもそも、電池を増やすことがへん？

そもそも、身近に電流を大きくして使う物はあまりない。

電圧一定で抵抗を増やすことが多いのではなのだろうか？

指導要領の流れが身近な事象と合っていない。

電池を増やすのではなく、抵抗を増やす活動の方がいいのでは？

しかし、（中学校で行うが）抵抗をふやすとイメージしにくい可能性も。


